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手編毛糸の消費学的研究（第1報）
各種手編毛糸の基本的性状について
久野久仁
緒
???
近年実用的な衣料としてニット製品が可成り普及され，特に寒地である北海道に於ける
毛糸及びその製品の消費は，暖地とくらべ非常に高い。
製品としてのニット類も各種出回り年間の消費も目立って上昇しつつあるが，従来の手
編糸毛の利用価値も再度みとめられ，その用途も多くなって来ている。
これらを実用的立場からゑてその性能及び取り扱いにおいて，種々改善検討すべき問題
があるものと考えられる。
このような観点から，本研究はこれらの問題解決の一端として使用毛糸の性質が製IW,の
実用性能に及ぼす効果を解明し，着用l｣的に適切な製品とその取り扱い法などについて究
明することを目的とする、
この報告では市販毛糸について原料繊維の繊度。繊維長。毛糸の番手旬撚数。強伸l野
等基本的な性状を明らかにした結果を報告する。
I試 料
今Inlは市販毛糸の!|'からもっとも一般的に使用されているものとして，極細、合細、中
細o並太oモヘヤ入り。撚糸から難句スラブ撚糸からみ向ナイロン・レー ヨンのラメ入り。
アルミ箔ラメ入り。ナイロン混紡各種。モヘヤ・アクリル混紡等、第一表の22種類を選定
した、
第1表試科一覧表
I(重ﾄ,蓋)|種類含有
||""極細羊毛100%
'’4／25.6合細〃
’4／25.6〃〃
’4／24.41〃，〃
??????
???
率
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番号||(重ﾄ,蚕)|種類’ 含 有 率
羊毛100%
ク
ク
ヶ
ク
羊毛100％モヘヤ入り
羊毛100%
〃
参 強撚糸からみ
〃ラメ入り（アルミ箔）
〃ラメ入り(LN混紡1本ひきそろえ）
〃ラメ入り（アルミ箔）
羊毛90%N10%
羊毛90%N10%
羊毛85%N15%
羊毛85%N15%
羊毛50%N50%
M30%K70%
???????
???
???????? ?? ?? ????????????? ??
4／14.8
4/沈・，
4／25.2
4／22.0
4/20.0
4／23.2
4／16.0
4/15.2
4/14.8
4/16．4
2／10.0
〃
??????
????
H測定方法
（1）繊度
光学顕微鏡により，ミクロメー ター を付し側面を測定した。
倍率：10×40
測定本数：100本
（2）識維長
試験器：羊毛用繊維測定器（長繊維用)(ステー プル・ダイヤグラム
測定重量：0．5
測定器の繊維の長さを測り次の式によって平均長を算出する。
平均長＝{(最長十最短)÷2＋23本の長さ｝÷25
アバラタス）
（3）番手（メートル式）
JIS,L1022による初荷重の下に一試料の
各部分から，1メー トルづっ10本を切り取り重
量と長さから次の式により算出した。
〆-ﾄﾙ番手=-蕊器×｡(単糸数）
（4）撚り
試験器：島津製作所製検撚器
測定長：(31と同様の初荷重を加え10cm
とする。
JIS,L1022初荷重
初荷重とは試験に際して毛糸が伸張せずに
まつすぐに引張られる程度の荷重をいい，次
の表を基準とする。
番手｜初荷重(g) ..､より糸の場合
は単糸の初荷
重により合せ
数を乗じて算
出する。
’
?????????? ?
1．5
2．0
2．5
3．0
5.0
10.0
20.0
30.0'／5末満’
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測定本数：一試料の各部から30本
（5）捲縮率
（2により作成した，ステープル，ダイヤ，グラムと捲縮を伸した状態のステープルダイ
ヤグラムから次の式により求めた。
捲縮率(%)=B-A/B×100
A:自然長
B:引伸長
．.､混紡されている場合は繊維の種類別に求めた。
（6）強度及び伸度
試験機：島津式シヨツバー型糸引張り試験機
測定長：(3)と同様の初荷重を加え50cmとするo
測定本数：一試料の各部から20本o
（7）各変動係数
JIS,L1022により次の式で算出する◎
6
Vp=衰×100Vp;変動係数(%)
6母標準偏差の推定値
‘=ﾍ/¥-x'×とN:全測定回数
X:各測定値
X:全平均値
C2:母標準偏差検定係数
Ⅲ結果と考察
（1）繊度
毛糸に用いられる羊毛原料についてみると，てみると，平均繊度は27.5浬であり最大は48〃，最小
は12浬であった。
これを毛糸の太さと原料羊毛の繊度との関連についてみると，多少のばらつきはある
が，極細．合細は平均26〃前後，中細は平均28.5狸，並太は29.4弾で概ね糸の太さに比例
のて羊毛も太くなっている傾向にあることがわかる。
毛糸として混毛されているモヘヤの平均繊度は39〃で簸大60浬最小20浬と可成り範囲が
大きく，混毛用ナイロンは平均42.8浬で最大60狸，最小16狸と太いものから細いものまで
使用されているが，各試料別には均一な太さのものが使用されている。
またアクリルは一種類であるが平均31",最大38",最小24浬であり混毛原料として
の，モヘヤ，アクリル等は何れも羊毛より太いことが知られる。
’久 野久仁“
尚変動係数についてみると全般に23％～30％で、ナイロン，アクリルは可成り均一な原
料が使用されている。
但しNo.1の極細においては13%位であるが，これは細い糸とするため細番手の均一な
羊毛が用いられているものと思われる。
｜
’鯛|扉
繊 度 (〃）
均｜最大｜最小｜変動係数????????????
26.6
26.0
26.9
25.2
27.7
26.8
24.2
30.7
29.4
37.1
??????? ?????????
12．90
27．08
23．28
28．29
31．82
27.69
29.51
23.57
25.64
29.21
16
12
16
16
12
16
16
20
16
20
???
’
’
’
’
’
’
40
44 ’
11
12
26.0
29.0
25．10
21．65
16
16
’ 28⑰25 ｜ ⑲；訓
??
24．97
⑰24.29
16
⑰16’13
’
14
15
16
25.6 40
46
44
20.58
31.61
27.52
16
16
12
25.6
28.5
I
25．4
47．4
30．6
48．8
29．8
50．8
26．6
44.2
30.8
22.9
40.9
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??????????????????????????‐????????
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???
閨??????????
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（2）撚り
(a)上より
各毛糸の太さ別にゑると極細は平均24.1回/10cm,最大29,最小21はであり合細は,平均
19.3回/10cm,最大25,最小は14,中細は平均15.8回/10cm，最大22,最小9であった。又並
太は,平均10.9回/10cm,妓大13,最小10でこのような結果からNo.8のように特に撚の強
－■
試科
番号'7
リ （回/10cm)上 ヨ
均｜股大｜最小｜変動係数(%）?????????? ???????????????????
24.1
18.5
21.9
20.4
15.4
16.3
18.8
20.2
10.9
13.3
??????
12.41
9．78
lO．11
7．72
7．76
8．42
5．37
21．33
9．07
ll.24
2 215
189’
11
12
18.5
13.0
11．42
20．66
16．98
7．22｜ ⑰螢｜ ⑰'31噌｜⑲瀞’ 1752⑰
I
??????
14
16
15
8．88
10．38
6．92
15.3
19．3
16．3
17
23
18
???????????????????
21.0
13．8
157
17
18
19
20
21
22
18
12
14
13
15
ll
9．80
8．44
9．71
9．33
9．49
11．15
5．
15．0
16．9
14．9
上
ヨ
リ30
命君
エ
動20
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いものをのぞいては，細いものほど撚り回数が多く，太いものは少いという傾向にある。
尚No.13の強撚からみ糸は当然より回数が非常に多く平均42.7回/10cmで最大52,最小35
でより方向はZ方向である。
変動係数において普通よりのも:のは約7％～10％であったが,No.8,No.12,No.13の
ように撚係数の多いものはそのばらつきも大きい傾向にあった。
(b)下より
毛糸の太さとより回数の関係は上よりと同じ傾向であり，極細は平均25.9回/10cm,最大
鯛|-革一百,。州鰻小，変動係数(%）リ（回/10cm)下 ヨーーー‐??????????
25.9
26.5
26.5
25.0
19.6
21.1
18.2
22.7
17.4
17．1
31
33
33
34
23
2う
21
28
22
23
17.74
23.99
19.54
19.18
18.07
18.29
10.01
18.38
14.07
23.91
????????????????????
’
’ 29 1725 15
；:'－－－－厩I
11
12
19.5
17.5
30.40
28．61
21．67
13．77
22．31
12．81
17．43
'31 17.280.6
14
15
16
21.7
20.9
22.9
28
24
27
16
18
17
19．55
18．92
14．18
20．98
15．27
l7.22
17
18
19
20
21
22
20.9
16.7
19.0
19.0
25.3
15.5
25
20
22
23
32
19
17
12
14
13
20
12
????
???????（?）
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31，最小21,合細は平均23回/1Ocm,最大34,最小16,中細は平均19.4回/1Ocm,最大32,最
小12,並太は平均17.4回/10cm,最大22,最小13,強撚糸からみは平均80,6回/10cm,最大95
最小64であった。
変動係数も17.8%前後であり，上よりにくらべ非常にばらつきが目立つ。
特にNo.2,No.10,No.11,No.12はばらつきが多い。
（3）繊維長
試料毛糸の羊毛繊維の長さを比較してみると，平均，岐大，妓小共に糸の太さによる変
化はゑられないが，羊毛の平均長は8.4cmで最大23cm,最短2,6cmと可成り長いものから
短いものまで混毛されているが，混紡用ナイロンは平均9.lcm,最長10.3cm,最短8.1と
極めて均一的な長さのものが使用されている。
またモヘヤ，アクリルにおいては平均6.6cm,最長16,7cm,最短4.0cmでモヘヤは非常
に長いものも混用されているが，アクリルはナイロン同様均一な長さであり，混紡されて
いるナイロん及びアクリルは羊毛の平均長にやや近い長さになっていることが知られる。
捲縮率については羊毛の平均は17.9％で各試料ともそれに近く,No.2,No.4のように
試科繊
番号 平均｜最
(cm)長維
長｜股短｜捲縮率(％）
15.3
23.0
11.5
26.3
15.5
20.0
17.4
16.7
19.5
15．0
?????????????????????
22.0
22.0
18.0
18.7
23.0
21.0
21.0
22.0
22.0
20.5
???????????????????????
??
??
?
’??????
?
??????
’
9.3
9．7
????
??????
??
??
???
? ????
??
???
??
??
??
?
’
20
22
11
12
?
???????
:：’ 18.017.0
19.0
'31 ⑰⑪ ????????????????????
20.5
20.0
??????????
??????????
????????????????????????????????????????????????????????????????、?????
?
’17 ?? ?
18
19
20
21
3.816.76.622 ’ ’ ’ －
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目立って高いものもみられる。
又No.22モヘヤア，クリル混紡は3.8%と非常に低いが，これはモヘヤが太くてクリン
プの少いためである。
（4）強度
各毛糸の太さ別にみると極細毛糸は平均0.76kgで最大0.85kg,最小0.7kg,合細は平均
1.33kg,最大1.69kg,最小0.88kg,中細は平均1.92kg,最大3.08kg,最小2.66kg,並太
の平均は2.67kg,最大2．87kg,最小2.39kgで普通毛糸においては，太いものほど当然強
い結果になっている。
又ナイロン混紡のものはナイロンの混用率が多くなるにしたがって強い。?????
??????（?）
川Ⅱ｣n.nnⅡⅡⅢ
口■圏??????
300
強2．50
2.㈹
度1．50
へ
§,伽
0．50
F1回目
l23456789IOIII213141516171819202122
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|平蜘賎大，瞳‘､，変"数"）
強度(kg)試科
番号
0．70
0.91
0．88
1．05
1．77
1．66
1．79
1．79
2．39
1．56
???????????????????????????????0．85
1．02
1．09
l.24
1．99
l.88
2.10
1．99
2．87
1．83
0.76
0．98
1．02
1．14
1．89
l.77
1．91
l.87
2．67
1．71
??????????
I
1．2611．3511．12
1．912．00l1．72
7．22
5．lO
11
12
’’’'31 5．161．421．571．48
5．43
8．87
5．12
l.07
1．15
1．77
｜
I
1．26
1．48
2.11
l.17
1．31
1．93
14
15
16 I
l
l’ ｜
’
9．69
4．99
8．70
6．47
2．14
9．51
1．23
1．89
l.74
2.10
2．66
1．13
l.69
2．24
2．27
2．60
3．08
1．50
1．46
2．04
2．03
2．32
2．83
1．30
????????
’ ’
’
I
｛
’口I ’
これを同一番手のナイロン混紡糸と普通毛糸を比較すると，ナイロン'0～'5％の混紡で
10～30％，50の混紡で約50％の強度が増加している。
即ち50％混紡の中細毛糸は並太よりも強度が高くなっているo
から象糸は特に普通毛糸にらべ強度的変化はみられなかった｡
No.22のモヘヤ・アクリル混紡は普通毛糸に近い強度であったが，これはアクリル・モ
ヘヤ共に単繊維は強いが，単繊維どうしの縄絡性が低いためjこりほどけるために糸として
の強度が現れないものと思う。
尚変動係数は糸の太さに関係なく，平均2.92～8.32％であるが合繊混紡においては混紡
率の多いものほど変動係数は低い傾向が｡ZAられ，均一性の高いことが知られる、
（5）伸度
羊毛毛糸の伸度は31.5%で糸の太さによる変化はみられないが，から及糸は平均33.5
％，ナイロン混紡糸は平均34.9％と普通毛糸に比べると高い結果が示され，又合繊混率に
よる変化はあまりみられない。
モヘヤ・アクリル混紡糸の伸度が他の毛糸にくらべ少く雄っているのは，単繊維のiこり
と上より係数のやや低いことが関係しているものと思われ，これは先の強度試験の結果か
ZO 久野久仁
らもよく理解できるO
No・9のように強度が高いものが多少他のものより低いのは下記のように，
が比較的低いためと考えられるo
上より係数No.22:6.7
上より係数
灘|軍 伸 度（％）均｜股大｜最小｜変動係数
41.6
33.6
40.0
40.6
44.2
40.8
39.2
37.0
33.2
36.6
??????????
37.0
30.4
34.8
38.4
41.8
37.2
35.4
34.2
26.2
33.2
9．66
7．01
13．65
4．96
3．66
8．81
6．46
7．57
24．78
9．39
31.0
28.0
31.4
35.2
39.6
32.6
33.6
30.8
16.8
28.2
34．638．4
33．638．0 ’
11
12
12.66
11.74
28.0
30.6
’ ’'31 ’31.828.6 12.0923.6
36.8
41.4
37.4
34.2
34.2
35.8
14
15
16
???????? 4．91
19．70
8．49
38.6
37.0
38.6
36.2
37.0
22.6
35.2
34.6
35.2
35.0
34.6
17.0
????????????
9．34
5．14
5．35
4．58
4．63
16．05
29.8
32.0
32.0
32.0
32.4
14.2
??????????（?）
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No．9:6.9
その他の試料：8前後
尚変動係数は羊毛で平均10％位であり,No.9,No.15はばらつきが大きく,No.4,
No.5は小さいように糸の太さとは無関係であるが試料によっては，多少の変動がある。
またナイロ混紡はやや均一であるが，アクリル・モヘヤ混紡糸は，ばらつきが大きいこ
とが知られる。
Ⅳ包 括
以上のことから繊度は毛糸の太さに比例して，太いものが多く用いられる傾向にあり，
極細のように細く仕上げるものは細番手の均一な羊毛が使用されている。
毛糸に混紡されているナイロン，アクリル等合成繊維は羊毛に比べ，繊度は太いが繊維
長と共に可成り均一なことがわかったo
撚りは上より，下より共に細いものほど撚り回数が多くなり，多少のばらつきはある
が，ほぼ近似の撚係数になっているがこの撚係数の大小は．毛糸の風合，強力，伸度，な
どに可成り影響していることが判明した｡
(No.8のように特に撚りの強い試料,No.21のように上より，下よりの差のあるもの
等）羊毛の繊維長においては，毛糸の太さによる変化はゑられないが可成り長いものから
短いものが混毛されている｡
また混紡用合成繊維は羊毛の平均繊度よりは太目であるが，平均繊維長に近い均一な原
料が使用されている。
捲縮率はいづれの試料もほぼ平均に近いが二三高いものもゑられ，殊にモヘヤ・アクリ
ル混紡糸が低いのはモヘヤが太く，クリンプのないためである、
強度は太いものほど強いがナイロンの混紡率は強度に対し極めて大きく影響してくるこ
とが明らかであり，伸度は試料別による変化はあまりみられないが，アクリル・モヘヤ混
紡のものが他のものにくらべ可成り低い値を示している、これは単繊維自体と撚係数によ
る縄絡性の低いことが大きく影響していることがわかる｡
またNo.9のように強度が高いものが他のものより低いのも同様，撚係数が比較的低い
ためと考えられる。
今後はこのような基本的性状をもつ毛糸による製品について，外見，厚さ，圧縮弾性，
保温率，ハンドリング値，度目，等について物理的研究を進めて行きその埜本的性状が製
品に及ぼす影響を究明して行きたいと考えている。
